
エコツアー

長谷村エコツアーの報告
～伝統文化の知恵を生かそ う 持 続可能な循環社会をめざして～

11月2日 (土)3日 (日)、 長野県上伊那郡長谷村にてエコツアーを開催した。ミニ ロシンポジ

ウム、中尾歌舞伎鑑賞、秋野菜の収穫 ・調理体験には、地元の方を含め約60名が参加した。参加者
による報告と感想を紹介する。

<エ コツアー報告>
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五感で感じた長谷村エコツアー体験

● ● ● ● ● ● ● ● ・ ・ ● ウ矛ナ十1隆

当日は、前 日から寒気が来るとの天気予報があ

り、防寒着を準備 して、中央線の茅野駅に向かつ

た。駅からは迎えのマイクロバスに約 1時 間乗つ

て、南アルプス山麓の長谷村ヘー気に出を登つた。

中尾座でバスを降りた。小さいが本格的な造 りだ。

皆が車座になり、ミニ ・シンポジウム 「伝統文化

の知恵を生かそう」が女台まった。パネラーは地元

の農村生活マイスターの中山都美子さん、商店主

の岡部和秀さん、住職の松井教一さん、環境情報

科学センターの伊藤寿子さんと加藤三郎代表、藤

村コノヱ専務理事の 6名 。メンバーの顔ぶれがユ

ニークであるのと、話の中に最新話題の 「地産地

消」 「学校給食野菜」 賭悟会人に土地貸し出しキャ

ンペーン」 「山村留学」といつた用語がポンポン

と飛び出す新鮮さに驚かされた。そのなかでも、

野菜を流通に乗せて大量出荷するために農栗が使

われていること、また、効率を優先して形の良い

ものだけを選別 して箱詰めして出荷しているなど

の事例が印象に残つた。それは消費する、我々都

会人側に問題があるとの厳 しい指摘であった。こ

こに、大量生産、大量消費の文化が今も残つて

いる現実を知った。 もつと、自然の香り、低農

栗野菜を自然に近い形で都会人が食せるシステム

が必要と感 じた。

続いて、中尾歌舞伎を鑑賞した。出演者全員が

長谷村の中尾歌舞伎保存会の皆さんだ。歴史を感

じさせる伝統文化の香りと演技者の素朴さが印象

的であった。中村徳彦さんをはじめ歌舞伎の役者

さんに夕方の懇親会にも参加 していただき、村の

文化と行政などの歴史や人物紹介により、村の問

題点や歴史文化に触れることが出来た。

12

ミニ ・シンポジウム

翌日は野良仕事が出来る格好をして、山頂にあ

る宮下正人さんの農場まで徒歩で登つた。低農薬

で豊かな自然環境で育ったダイコン、キャベツ、

野沢菜、春菊、小松菜、白菜を欲 しい分だけ掘 り

起こした。なかでも、取りたてのダイコンを丸か

じりして、サクサクとした梨のような感触を味わ

うという体験が出来たのは本当に良かった。その

後、長谷村食文化研究会の皆さんのご指導で 「ま

めどうふ」 「しそ巻き」をみんなで作った。それ

を地元の人と参加者が一同に会して食し、秋野菜

料理を腹いっぱい堪能した。各人が感想を述べ、

楽しく地元の人と意見交換 した。村に伝統として

生き続ける食文化には持続可能な社会へのヒン ト

が隠されている。この二日間、工感で自然を満喫

・堪能した。来年も是非、参加したい楽しいツアー

であった。

<参 加者の感想>

● ● ● 0● ● ● ● ● ● ● ● ● ・ ・ ● ・

晩秋の長谷村

● ● ● ● ● ● ● ● ・ ・ ・ 山辺 妙 子

頬を撫でる風の心地よさ。昨年に続き、三度目

の長谷村は、紅葉の素晴らしい晩秋であつた。奇

しくも今年の春、社会人となったフロ、子の24歳の誕

生日。

恒例のシンポジウムは 「伝統文化の知恵を生か
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そう」であつた。ゲス トのお話によると、長谷村

では無農栗 ・低農栗の野菜を学校給食に取り入れ

ているとのこと①同じ仕事に携わっている私とし

ては羨ましい限り。…でも、次に頭を巡つたのは、

曲がったキュウリや泥の付いた大根を使つて、手

切 りで1,200食近くのサラダ、中華和えetc.を作る

… 「こりゃ―ダメだ !時間がかかりすぎる !」で

あった。大量に給食を作らなければならない歯が

ゆさである。それに、そんな食材が手に入るかど

うかも不安の種。現代社会における大量供給のツ

ケがこんなところにもあるのだ、と考えさせられ

てしまった。

お次は歌舞伎。長谷村に歌舞伎とは驚きである。

主題は 「人情」。そう、心の動きだ。どの時代に

おいても、ヒトは、心で動きたいと願つている。

だから、この 「′卜」のテーマは、色あせることな

く語 り継がれるのだと思 う。文化とは、ヒトの心

が奏でる共鳴のようなもの。公演前に説明のあっ

た 「五感で感 じて欲 しい !」の意味が解った気が

する。

この日の最後は懇親会。自己紹介の後に思わぬ

プレゼン トが待つていた。11月3日 は私達の28回

目の結婚記念 日。藤村さん始め、スタンフの皆さ

んがケーキを用意して、お祝いして下さつた。少

し恥ずかしく、すご―く嬉 しい 1何処へでも誘っ

てくれ、いつでも自然体の夫に感謝である。

2日 目、宮下さんの畑で収穫体験。どれもこれ

も柔らかくてみずみずしく、大地に宿る宝石のよ

うに、誇らしげに輝いて見えた。 「教 日間はおい

しい野菜が楽しめる
ハハ
」と彼等が″目、のつける新

聞紙に包み込んで、新鮮さを持ち帰った。

お昼の郷土料理に舌鼓を打ち、心と体のリフレ

ッシュ ・エコツアーは帰路へと向かう。辿 り着い

た我が家には、82歳の母の手作 リコロッケが…。

中尾歌舞伎 (写真提供 :丸山幸弘さん)
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<参 加者のアンケー トより>

●ミニ ・シンポジウム

・伊藤さんの、ダイヤモンドのようなお米を作っ

て食べる生活、今の世の中では最高の贅沢。豊か

さとは何かを身をもつて私たちに見せてくれた。

・地方にも私達を刺激する意見があり、大変勉強

になった。地元の参加者が少なかったのは残念。

●歌舞伎鑑賞

・言葉がわかりやすく、またハッピーエンドでよ

かった。舞台と観る人が近くていい雰囲気でした。

・予期以上に面白い、楽しい時間でした。現代の

都市生活者が高い代価を払つて享受する楽しみを、

長谷村の方たちは、自分たちの手で創 り運営して

いるのは本当に豊かな文化的な生活だと思 う。

●秋野菜の収穫 &調 理体験

・宮下さんが畑で説明してくれたことがすごく印

象的だった。 「野菜を虫から守ろうとカバーをか

けると、日の当たる量も減 り、植物が弱くなり、

かえって虫にやられる。たくさん日に当てどんど

ん成長させると植物も強くなって虫に負けないよ

うになる」。現代の人間も同じだと思った。

・収穫も調理も遠い昔の体験を思い出し、新鮮な

感動を覚えた。収穫は簡単そうでいて、ダイコン

などを途中で折らないで抜くのは難しかった。大

人になっても、体験はやるものだと思った。

・キノコを含む山菜取りが出来なかったのは期待

外れ (時期的に無理だったか)① 天候に恵まれた

のがラッキー。野沢菜漬けの体験は有意義。

●全体の感想

・環境問題は常に意識すべきことだと思っている

が、あまり前面に出すよりも、さりげなく意識す

るほうが却って有効なのかな、と考えさせられた。
“
生きる
"と
いう言葉が連呼されていたが、環境

問題も生きるため、代々存続 していくためにこそ

必要なことだろう。

おいしい野沢菜漬けになれ




